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人 権 週 間 
 歳月は人を待たずと言いますが、１２月にはいったと思ったら、もう今日は１２月の真ん中、

今年も後２週間ばかりとなりました。３年生はいよいよ追い込みにはいっていることでしょう。

２年生も１年生もしっかりと今年のまとめに励んで欲しいと思います。 
 

 さて、先週は人権週間でした。今年度は実に様々な取組がありました。弁護士さんによる講

話が２回。一人目は西野先生による人権教育講話、二人目は石井先生によるいじめ防止教育講

話。そして、本校小畑先生による全校道徳科の時間。ぴーすのたねのみなさんによる学年ごと

に行われた疑似体験授業。等々行われました。 
 

 ずっと昔、顔にある目と鼻と耳と口が「我々はそれぞれ休みなく仕事をしているのに眉毛だ

けは何もしないくせに顔の一番上にふんぞり返って威張っているじゃないか。けしからん。」と

言って下あごに下ろしてしまったそうです。ところが、まず目が悲鳴を上げました。ゴミがは

いる。汗がはいる。たまったもんではない。早々に眉毛に元の場所に戻ってもらったと言いま

す。これは仏教の本に出ている話ですが・・・。人間も助けられたり助けたりして共同生活を

しているものです。人を侮ったり、蔑んだりしてはなりません。弱い者を労り、人を憐れみ、

自分の権利だけを主張せず、相手の立場に立って判断できる人としての道を全うせねばなりま

せん。 
 

 どうか生徒のみなさんは、この間教わったことをこれからの生活に役立てていただきたいと

思います。 

 

 

子ども達の健全育成について 
 

 上で紹介した弁護士さんによる講話の中でも、いじめについてたくさんご示唆を頂きました。

いじめは身体的なものや、ＳＮＳ上の誹謗中傷など精神的なもの等様々です。どんな場合でも、

「いじめは絶対許されない」、「許されるいじめはない」ということを確認しました。学校では

いじめ把握のため、定期的なアンケートの実施や日頃の生活の様子、生徒からの相談等を行っ

ています。また、いじめ防止のための学級活動や道徳科の授業を実施しています。この甲斐あ

って、令和元年度のいじめの件数は０件でした。（現在も継続中）このことは学校での取組に加

えて、ご家庭での躾や家庭教育の充実が背景にあるものと確信しております。この数字が今後

も続くよう、学校・家庭・地域が手を取り、子ども達の健全育成に取り組んでまいりたいと思

います。どうぞよろしくお願いします。なお、いじめに関し、見落とし等がないか、気になる

ことがあればどうぞ学校までお知らせ願います。 

 

校長 斯波安夫 
 
 

弁護士による人権教育講話（11月 25日） 

 

 

 

 

 

 

 

高校見学（2年生 11月 26日）・高校生との模擬裁判（3年生 11月 30日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ぴーすのたね』の皆さんによる人権の授業（12月 10日・11日） 

 

 

 

 

 

 

後期生徒会執行部・専門委員長任命式 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日一番考えたことは、人権は絶対に侵害してはいけないということで 

す。まずネットのことです。一度間違った情報をネットに流してしまったら、ほ 

ぼ永久にネット上に残るということをあらためて理解することができました。 

また、メディアから発信された情報は、受け取る側の解釈によって違ったふ 

うに理解されてしまうこともあるということに納得しました。1つの影絵を見 

て、私は簡単に何の絵か判断しました。でもそれは一部に過ぎなくて、もっ 

と拡大してみると全く違う絵でした。普段私もそんな受け止め方をしているのかなと思いました。情報

を発信する側、受け取る側がそれぞれ注意しないといけないと思いました。               ３年生 

 中高一貫教育の活動として、2年生は高校 1年生の授業を参観 

しました。高校での授業の進め方や授業内容を実際に見ることで新 

しい発見がありました。 

 3年生は、高校 3年生、そして金沢地 

方裁判所の裁判官と一緒に模擬裁判 

を行いました。中学生・高校生が実際 

に裁判長や被告人となり、裁判を進めました。遠い存在であった裁 

判が少し身近になったようでした。 

 いろいろな疑似体験を通して、様々な障害について学ぶことができま 
した。体に障害のある人は、補聴器や車いすなど、「モノ」で補助するこ 

とができます。では、知的障害や発達障害のある人は、何によって補助 
することができるのでしょうか。それは、身の回りにいる私たちがさまざ 
まな場面で配慮していくことが大切なのだということでした。 
 弁護士さんのお話とは違った角度から、人権について考えることがで 
きました。 

                         いよいよ後期生徒会 
がスタートしました。後 
期は期間が短いです 
が、その分密度の濃い 
毎日になります。立会 
演説会で話したことを 
是非実現させてくださ 
い。 
 

天井耐震工事のお知らせ 
 本校では、現在天井部分の耐震工

事（Ⅰ期）を行っています。工事期間

は 12月 8日～4月初旬までを予

定しています。ご不便をおかけします

が、よろしくお願い致します。 

サルに注意‼ 12月 11日（金）のお昼ごろ、学校裏山でサルが目撃されま 

した。学校にお越しの際はご注意ください。物を食べながら歩くのは危険です。 



新型 コロナウイルス  “差 別 ・偏見 をなくそう”  
『優 しさはウイルスと戦 う力 になる 』 

11月 19日に全校道徳をしました。テーマは、『差別・偏見をなくそう』です。 

今、世界中に新型コロナウイルス感染症が広がっています。全校道徳を行った日の東京都の新規感

染者は 493 名でした。石川県内でも少しずつですが、感染者の人数が増えています。もはやこの感染

症は、どこに住んでいる人でも、だれでも感染する可能性があるということです。 

  しかし、ＳＮＳなどでは感染者を特定することにつながるものや、差別・偏見につながる書き込みがみ

られることがあります。この道徳の授業では、私たち自身がどのような思いを持ち行動することが「差

別・偏見をなくす」ことにつながるかを考えました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

今日の全校道徳を受けて、コロナに対する差別は絶対にしてはならないと思ったし、している人がいる

のなら今すぐにやめるべきだと思った。この感染症は本当に怖いと思う。病気のみならず、人々の不

安な気持ちをあおったり他の人を差別したりと、いろいろな面で苦しめる病気だと思った。 

 毎日のように感染者が出続けているが、その人たちが社会復帰しやすい場所や環境を整えて

あげることが今の自分たちにできることだと思う。                 3 年生 
 

 

 私は、今日の道徳の話を聞いて、相手を思いやるというのは幼いころから言われてきました
が、現代の社会にとても必要なことだと思いました。 
 周囲の人がコロナに感染し、自分が不安になってしまうのは仕方ないことだと思うけど、感
染してしまった人も自分と同じくらい、もしくは自分以上の不安を抱えているということを忘
れてはいけないと思いました。 
 コロナの感染は、病気だけでなく差別や不安も感染する。今はこの 3 つの感染が最も私たち
を苦しめています。そんな中で、どれだけ相手のことを思いやれるか、私は「相手の立場にな
って考える」という言葉を忘れずに、このコロナ禍を乗り切りたいと思いました。 
                                           3 年生 

 
  

       １ ２ 月 の 予 定           １ 月 の 予 定 

１３ 日 奥能登アンサンブルコンテスト 

１５ 火 中高合同スポーツ大会 

１６ 水 ノーゲームデー 

１８ 金 職員会議 

２１ 月 大掃除・ワックスがけ 

２２ 火 学納金口座振替日 

２３ 水 定時退校日 

２４ 木 終業式  通知表渡し 

２５ 金 通知表渡し 

２６ 土 ノーゲームデー 

２８ 月 仕事納め 

４ 月 仕事始め 

６ 水 ノーゲームデー 

８ 金 始業式 

９ 土 全能登交歓バスケットボール田鶴浜大会 

10 日 
県アンサンブルコンテスト 

全能登交歓バスケットボール田鶴浜大会 

１２ 火 3年学力テスト① 

１３ 水 3年学力テスト② 

１４ 木 生活・学習集会   

１５ 金 生徒会委員会 

１６ 土 ノーゲームデー 

１９ 火 生徒集会 

２１ 木 職員会議 

２２ 金 
授業参観 教育懇話会 

学納金口座振替日 

２６ 火 ノーゲームデー 

２７ 水 定時退校日 

２９ 金 
生徒会委員会 

私立高校一般入試 

「今、世の中には 3 つの感染症が流行っています。なんだかわか
りますか？」の問いかけに、「病気」はすぐに思いつきました。
でも「不安」「差別」に気付く生徒はあまりいませんでした。で
も、生徒の心の中にはコロナに対して大きな不安があるようでし
た。 

授業参観・教育懇話会のお知らせ 
１月２２日（金）は、授業参観及び教育
懇話会が開催されます。教育懇話会で
は、学校の教育活動の報告と輪島市教育
委員会からのお話があります。是非ご参
加ください。 
 授業参観  １４：４５～１５：３５ 
 教育懇話会 １５：５０～１６：５０ 

この 3つ

は全校生徒

が理解して

いました。 

だれもが感染症に対する不安やおそれを持
っています。その気持ちをだれかにわかって
欲しくて、ＳＮＳに投稿する人がいるかもし
れません。まず心がけてほしいのは、発信者
にならないこと、そしてだれかの発信に対し
て、その不安をさらにあおるような書き込み
をしないこと、この 2つが大切です。不安
や怖れに振り回されないためには、自分自身
の予防策をしっかり行うことも大切です。 

コロナがあるから・・・とついついマイナス
思考で考えてしまう毎日。そうすると、本当に
大切なことも見えなくなってしまいがちです。
中学校生活の今日この一日は、二度と戻っては
来ません。コロナがあってもなくても大切なも
のは変わらないのです。このことに全校生徒は
気付いてくれました。 

門前中学校の最新の情報は、インターネットのホームページでもご覧になれます。また、家庭学

習で活用できるコーナーもあります。是非ご覧ください‼ 

            

 


